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ま
ず
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
大
震

災
お
よ
び
原
発
事
故
の
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
・
復
旧
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
各
県
に
は
、
学
会
員
の
方
々

も
か
な
り
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況

下
で
行
う
第
24
回
大
会
で
は
、
災
害
関
連

の
特
別
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
す

る
と
と
も
に
、
学
会
と
し
て
被
災
地
の
会

員
の
安
否
情
報
を
確
認
す
る
な
ど
、
種
々

の
対
応
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
健
康
心
理
学
会
は
２
０
１

０
年
７
月
１
日
を
も
っ
て
、
任
意
団
体
か

ら
民
法
上
の
法
人
格
を
持
つ
「
一
般
社
団

法
人
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

事
業
年
度
も
７
月
１
日
か
ら
翌
年
６
月
30

日
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
学
会

運
営
は
民
法
に
準
拠
し
た
「
定
款
」
に
従

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
会
業
務

も
よ
り
厳
正
に
行
わ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

執
行
部
を
は
じ
め
、
役
員
の
負
担
と
責
任

は
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
く
な
り
、
細
か
な

実
務
レ
ベ
ル
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、

一
方
で
学
会
に
対
す
る
社
会
的
認
知
度

（dignity

）
は
格
段
に
高
ま
り
、
対
外
的

に
も
官
公
庁
や
行
政
が
そ
れ
な
り
の
対
応

を
し
て
く
れ
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
心
理
学
諸
学
会
連
合
と
い

う
心
理
学
関
係
の
連
合
体
は
45
の
学
会
で

構
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
社
団
法
人

に
な
っ
て
い
る
の
は
本
学
会
を
含
め
て
４

学
会
の
み
で
す
。
こ
の
よ
う
に
法
人
化
の

意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

第
24
回
大
会
で
は
、「
学
会
法
人
化
記

念
式
典
」
を
大
会
初
日
の
夜
に
行
い
、
中

国
心
理
学
会
会
長
の
林
崇
徳
教
授
（
北
京

師
範
大
学
）
を
は
じ
め
、
数
人
の
有
識
者

を
お
招
き
し
て
祝
辞
を
賜
る
予
定
で
す
。

　

今
大
会
は
本
学
会
の
理
事
会
主
催
で
行

わ
れ
、
運
営
準
備
委
員
会
（
理
事
を
含
む

約
20
人
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
会
内
容
の
企

画
・
準
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
会

の
関
連
団
体
で
あ
る
日
本
心
理
学
諸
学
会

連
合
と
、日
本
心
理
医
療
諸
学
会
連
合（
Ｕ

Ｐ
Ｍ
）
の
後
援
を
得
て
い
ま
す
。

　

会
期
は
９
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
で
、

早
稲
田
大
学
の
国
際
会
議
場
を
全
館
利
用

し
て
行
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
つ

い
て
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
大
会
で
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を

あ
え
て
掲
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
会
が

一
般
社
団
法
人
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
あ
ら
た
め
て

「
健
康
心
理
学
の
本
質
」
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
健
康
心
理
学
は
、
医
学
、
看
護
学
、

生
物
学
、
福
祉
学
、
社
会
学
、
教
育
学
、

体
育
学
、
栄
養
学
な
ど
と
も
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
い
わ
ゆ
るinterdisciplinary

な
学
問
で
、
具
体
的
な
研
究
成
果
に
基
づ

い
て
社
会
に
貢
献
す
る
応
用
・
実
践
の
学

問
で
す
。
学
会
員
に
も
こ
う
し
た
分
野
の

方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、「
健
康
心
理

学
の
本
質
は
何
か
」、
ま
た
、
そ
の
「
将

来
的
な
発
展
の
方
向
性
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
再
検

討
す
る
時
機
に
来
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
学
会
員
の
方
々
に
こ
の
よ
う
な

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
置
い
て

い
た
だ
き
、
第
24
回
大
会
を
機
会
に
議
論

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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